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石田 寛提出論文内容要旨
 母児間物質交換に関しては古くから数多ぐの研究がなされているが,胎児老廃物についての研
 究は見るべきものがない。筆者は蛋白代謝の主要終産物である尿素について,主に正常妊娠未期
 一部妊娠中期の妊婦について検討した。20例の正常妊婦につき胎児分娩直后の母体血及び臍帯
 動静脈血中濃度では多少臍帯血中濃度が大であるが有意差はなく,臍帯動静脈血中間にも有意差は
 なかった。分娩予定日近くの産婦6名に経腹量的に卵膜穿刺を行い羊水の吸引を確認后,尿素40
 "`9～500蝦を羊水中に注入し,以后母体血を一定時間毎に採血し羊水から母血中への移行を観
 察した。尿素負荷后母血中濃度は30分頃から次第に増加し90分で最高となP其后減少した。
 分娩と同時に卵膜を一部切離し出来る丈早くA筒の下端を卵膜でお～い,B槽に浸して卵膜の尿
 素通過実験をした。B槽中にはKrebs-Ring;er液,生理的食塩水,5%G・.Luco3e等を
 500cc入れ,A筒には之等液に尿素100～500"'ソ溶かした液を50じし.一{、わ,57'」Cl⊂保ち
 酸素を十分に通しながらAからBへの通過を調べた。Krebs-Ringer液,生理的食塩水,5
 %α■ucoseの何れの場合も1～2時間の観察では胎児面から母体面への通過は殆ど認められ
 ず,母体面から胎児面r＼は2～5時間后iて前者より僅かに多い程度に通過した。分娩直后の卵膜
 を0.05%昇汞水,0.5%カルポール水で殺し,又氷…藍に放置したものにつき適量実験を行った,
 1～2時間の観察で僅かに通過が認められるが,生きている卵膜と大差は認められなかった。羊
 膜のみの通過を見るために分娩直后の卵膜iを羊膜と絨毛膜に劉離し羊膜のみについて透過性を観
 察した。羊膜の生死に拘らず対照のセ・フアン膜と類似な拡散状態を示した。8例の分娩時母体
 血中及び羊水中尿素濃度は夫々平均195土6・4〃'r/吐4・55.4士12.4'"伊/d4で羊水中濃
 度は母体血中濃度より揺かに高い値を示した。7例の羊水,臍帯,新生児胃液及び尿中尿素濃度
 を羊水は胎胞形成著明時に,臍帯は胎盤娩出直后のもの,胃液は分娩直后にゾンデを入れ採取し,
 尿は新生児が分娩直后に自然排尿をしたものにつき測った。羊水中濃度は54』土12.7"σ濱4
 臍帯中濃度22.5士5,8"'7/d乃,胃液中濃度20、3士与.4"17/d-4,尿中濃度40.5土1.5
 〃'9/a4であった。新生児尿中濃度は羊水中濃度より高い所から羊水中の尿素は大部分胎児尿に
 由来すると思われ,叉臍帯中にも高濃度に含まれている事は注目すべき事である。妊娠4ヵ月末
 の人工妊娠中絶と人工不妊術を要する妊婦2例に帝切を行い,胎児を子宮外に出し胎盤を劉離せ
 ず臍帯静脈中に尿素を50〃'y,500∫"y負荷して胎児から母体への移行を観察した。2例共に注
 入后16分で母体血中濃度は最高となり以后は減少を示した。之は腎機能の未完成の時期に胎児
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 の尿素は胎盤を通レて排泄される事を示す。分娩直后の臍帯を約20c裂刀除し膀静脈中にKreb一
 δ一R士nger液をマ00CC/分の速度で流し,1臍帯は尿素液40〃～9/d4,19/d4及び
 Krebs-R土nger液中に土neuba七eして臍帯静脈の激流実験を行った。30=分潅流后では灌
 流液中にも臍帯中にも著明な増加が認められた。又臍帯の胎児側を尿素液19/d1中に,胎盤
 測はKreb8-Ringer液中にineuba七eして臍帯のWhar七〇nJel■y中の胎児側から
 胎盤1則への尿素の移行を観察した。30分のinCuba七e后でKreb6-Ringer液中での増
 力口がみられず,11台`盤1則は21・4"似/d4カ・ら22.1"'y/d拶と僅力・1・⊂土曽力口し,麟'帯の中央部は
 154.4〃'窪/己拶,胎児側は228.9"』r/d拶と著明な増加が認められた。妊娠末期,分娩開始
 ユるユら
 及び妊娠中期の母体1但'にN一尿素(NatOm%一50%)500囎を負荷し,同時に経腹壁的
 ユも
 に羊膜穿刺を行いポリエチレンの侍読カテーテルを挿入して母血中から羊水中へのN一尿素の
 エめ
 移行を観察した。Nの羊水中移行は負荷后約5.5時間で最高を示し以盾次第に減少した。この
 ヱら
 最高点を理論的究極値として時間七に対トするNa七〇m%exce8sをYとロすると,理論的に
 一λ'b'_r..
 Y嶺A(工一e)〔左二究1ンll,罫二.i疋、熊・p〕なる指数函数として表わされるDV=λV
 〔v:1時間毎の交換量,V:羊水量〕から羊水量50OCCの場合の妊娠末期及び妊娠7ヵ月の
 移行最は羊水量1に換算して夫々7t5CC/h,5Z5CC/hであった。次1・こ経腹壁的に羊膜1穿刺
 上る ピ
 を行い羊水内にN一尿素50O耀を注入し羊水内から母血中へのN一尿素の移行を観察する
エロ
 と,羊水内のN濃度は時間の経過に従って次第に減少してゆき,やがては自然存在率に近づき
_λt
 母体負荷例と同様1⊂之も指数函数Y盟Ae〔A罫初濃度〕に一致する。羊水量50・OCCの
 場合の妊娠末期及び妊娠アヵ月の移行量は夫々68、5CC/h,54.5CC/hであった。即ち妊娠
 月数が異ると移行量は異るが出入量はほy等しい。妊娠中期(7ヵ月半)の人工妊娠中絶と人工
 エる
 不妊術を要する妊婦の帝切時に経子宮的に胎児の皮下に直接N一尿素100響負荷し・た際,
 エる
 50分后に母体血中及び羊水中のN濃度は最高となり45分盾には両者共注入前より精高い程
 度にまで減少した。之は胎児内の尿素は大部分胎盤経由で母体に速かに移行し,～部羊水内に排
 泄される事を示す。
緒 論
 1、胎児老廃物で蛋白代謝の主要終産物である尿素工tは母児聞及び臍帯動静脈間で有意差はな
 い0
 2.胎児で生成された尿素は主に胎盤経由で母体に移行し,その際胎盤を物理的拡散で通ると
 考えられ,一部の尿素は尿として羊水内に排泄され夫が胎児の嚥下吸収及び臍帯壁経由で胎盤か
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 ら排泄される。卵膜の尿素通過は少いが,通過する際にも単なる物理的拡散で通るりではなく何
 等かの生物学的法則に:支配されるものと考えねばならぬD
 エぢ
 5N一尿素をtracerとして羊水中の尿素の交換量を概算すると出入量がほ罫等しい。
 妊娠来期と中期では交換量は異り末期が中期より大であるが,水の交換量に比しおそぐ尿素は水
 の移行に便乗するPassive七ran6por'じと考えられる。
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審 査
結
果 σ) 要
 ぬ
日
 胎盤を介する母児間物質代謝に就ては多数の研究があるけれども,その殆んどが母から児側へ
 の物質移行であって,児の老廃物殊に尿素が如何にして母へ運ばれるかに就ては殆んど報告を見
 ない。著者はこの謎を解明せんとして種々腐心し新知見を加えた次の如き結論を引出している。'
 111母血と臍帯血間の尿素量及び臍帯動静脈血間の尿素量を比較しても有意の差がなく孕この面
 からは尿素代謝を推定すべき材料は得られなかった。
 伽15N一尿素を母漁中に負荷し母血から羊水への移行,委た羊水に負荷して業火から母血,更に胎児
 皮下に注射ば胎児から母血えの移行状態を検し,5者の態度から胎児に生ずる尿素の大部分は胎盤
 を通って母体に移行するく,のてあることが推定された。
 ⑬千官壁に接する卵膜から排泄されるか否かを検討したが,問題にならぬほど僅かの量より
 通過しないことを知った。然かもこの際の通過様式は単純な物理的拡散に依るのではなぐ何等か
 の生物学的法則に支配されるものと考えねばならぬ。
 (4)臍帯の膠様質内の尿素定量及び脳帯を尿素液中に浸漬する実験などから,尿素の一部は臍
 帯表面から吸収されて胎盤に到ることを発見した。15N一尿素を使っての実験で羊水中の尿素
 交換量を計算するに出納量は略等量であるが,水の交換量に比し尿嚢のそ`れは遅いことを知った。
 それ故尿素は水の移行に便乗するPasstVotra1珀Por七と考えられる。
 以.ヒ,本論文は胎児から母体への物質移行と言う困難な実験を敢行し,母児物質交換に新知見
 を加えたものである。
 一232一
